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12 月定例会は

12月９日（月）
開催予定です

議会改革をめざし　新たな飛躍を

豊郷幼稚園・愛里保育園・崇徳保育園の運動会



入  歳  出  決  算

簿の中身は！ 決算
認定

599,703 万円

569,345 万円

30,358 万円

22,111 万円

 8,247 万円

≪ワンポイント≫　
・繰越明許費とは、歳出予算の経費のうち、その性
質上または予算成立後の事由により当該年度内に
支出を終わらない見込みがあるものについて、予
算の定めるところにより翌年度に限り繰り越して
使用することができるものをいう。

・普通会計とは一般会計と特別会計のうち公営企業、
　会計、収益事業会計、農業共済事業会計等に含ま
　れない特別会計を合算した会計区分をいう。

歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳入歳出差引残額

繰越明許費繰越額

実 質 収 支 額

≪一般会計と５特別会計を合算すると≫

≪普通会計の財源構成≫

≪町税の状況≫

（参考）

自主財源
（町税・繰入金等）

町　民　税

固定資産税

自  動  車  税

た  ば  こ  税

年　　度

税　　目

国民健康保険税

税　　目

Ｈ23年度

Ｈ24年度

Ｈ23年度

Ｈ24年度

23

24

23

24

23

24

23

24

   30,910

31,788

       49,741

47,536

        1,914

1,942

        8,591

8,977

        92.5

93.6

     75.4

74.3

     89.0

89.1

    100.0

100.0

決算額（万円）
132,023

160,105

250,278

235,502

構成比率（％）

年　　度 決算額（万円） 徴収率（％）

23

24

          17,633

17,632

             79.9

     80.5

年　　度 決算額（万円） 徴収率（％）

34.5

40.5

65.5

59.5
依存財源

（国・県補助金等）



平成24年度   歳  

1年間の町の家計
  

反 

対 

討 

論

　
改
良
住
宅
の
譲
渡
前
修

繕
で
高
額
な
の
に
一
般
入

札
を
行
わ
ず
、
見
積
入
札

で
修
繕
費
を
小
分
け
し
、

町
長
の
決
裁
が
無
く
不
明

確
で
事
務
の
簡
素
化
を
図

ら
ず
逆
に
複
雑
化
し
効
率

的
で
な
い
。

佐
々
木
康
雄

　
町
基
金
総
額
は
約
27
億

２
５
０
０
万
円
で
町
民
一

人
当
た
り
約
36
万
８
０
０

０
円
で
す
。
も
っ
と
町
民

の
暮
ら
し
・
福
祉
・
教
育

の
応
援
に
使
う
べ
き
で
す
。

今
村
恵
美
子

  

賛 

成 

討 

論

　
こ
の
会
計
は
、
社
会
福

祉
・
保
健
衛
生
・
産
業
・

教
育
の
事
業
・
道
路
・
住

宅
整
備
な
ど
町
民
の
た
め

に
中
心
的
な
会
計
で
あ
る
。

　
　
　
西
澤
き
よ
た
だ

　
平
成
24
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、

予
算
・
決
算
特
別
委
員
会

で
委
員
長
報
告
の
と
お
り

慎
重
審
議
を
尽
く
し
た
。

北
川
和
利

≪歳出の目的別の使途≫ ≪普通会計性質別歳出決算額表≫

事　　　　　業
23年度

構成比
決算額

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

合　計

6,437

52,417

108,179

32,630

1,774

6,081

2,508

31,477

11,792

79,418

35,820

368,533

・議会運営費

・保健衛生費・結核対策費・清掃費

・労働諸費

・農業費・農地費・林業費

・商工費

・消防費

・公債費

・総務管理費・徴税費・統計調査費
・戸籍住民基本台帳費・選挙費
・監査委員費　

・教育総務費 ・小学校費 ・中学校費
・幼稚園費・社会教育費・保健体育費

・土木管理費・道路橋梁費・河川費
・都市計画費・住宅費 

（単位 万円・％）（単位：万円）

農林水
産業費

・社会福祉費・児童福祉費
・老人福祉費

決算額

年　度

区　分

　　人　件　費

　　扶　助　費

　　公　債　費

　　　計

　　普通建設事業費

　　　補　　助

　　　単　　独

　　　そ の 他

　　　 計

　　物　件　費

　　補 助 費 等

　　そ　の　他

　　　 計

　 合　　　計

経常経費充当一般財源額

72,754

51,367

38,098

162,219

27,756

6,603

21,153

0

27,756

55,182

38,504

72,056

165,742

355,717

204,485

20.3

14.4

10.7

45.6

7.8

1.9

5.9

0.0

7.8

15.5

10.8

20.3

46.6

100.0

　

24年度

構成比決算額

73,388

51,052

35,820

160,260

23,585

8,394

15,191

0

23,585

60,178

40,162

84,348

184,688

368,533

208,806

19.9

13.9

 9.7

43.5

6.4

2.3

4.1

0.0 

6.4

16.3

10.9

22.9

50.1

100.0

対前年度比

増減率決算額

634

△ 315

△ 2,278

△ 1,959

△ 4,171

1,791

△ 5,962

0

△ 4,171

4,996

1,658

12,292

18,946

12,816

4,321

0.9

△ 0.6

△ 6.0

△ 1.2

△ 15.0

27.1

△ 28.2

0.0

△ 15.0

 9.1

4.3

17.1

11.4

3.6

2.1

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

一
般
会
計
決
算
認
定



平成25年度補正予算  原案可決

≪一般会計補正予算・各特別会計補正予算≫

≪主な事業≫

補正前の額会　　　計　　　名

一 般 会 計

国民健康保険事業特別会計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

後期高齢者医療事業特別会計

354,825

82,034

31,835

31,598

51,687

5,497

補　正　額

36,037

2,678

2,134

114

245

1

計

390,862

84,712

33,969

31,712

51,932

5,498

（単位：万円）

・原油高騰対策事業　　650 万円
　　　高齢者世帯（65歳以上）1300世帯に
　　　＠５千円 / 世帯を扶助する。

・児童措置費　　298 万円
　　　私立・公立保育園の入所人員変更に
　　　よるもの。

・財政調整基金費　　2,569 万円

　　　剰余金の一部を積立する。

・農業基盤整備促進事業　　200 万円
　　　田の区画を拡大するための事業補助金
　　　（畦畔除去）

９
月
定
例
会

　
９
月
５
日
〜
25
日
ま
で
の
会
期
で
開
催

○
今
定
例
会
に
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、

　
合
計
24
件（
内
訳
は
報
告
２
件
、同
意
２
件
、条

　
例
改
正
７
件
、規
約
・
協
定
変
更
１
件
、補
正
予

　
算
６
件
、決
算
認
定
６
件
）で
し
た
。

　
ま
た
、議
会
か
ら
発
議
１
件
、意
見
書
１
件
、

　
請
願
１
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
。



・経営体育成支援融資主体型事業　　508 万円

　　　経営体育成支援事業の３割を補助する。

・未登記道路用地等調査事業

　　　未登記道路用地の登記を推進する。

・交通安全施設整備事業　　721 万円

　　　路側帯にグリーンベルト設置する。

・防災減災基金費　　20,529 万円

　　　新たに創設した基金に積み立てる。

・公債費　　6,379 万円

　　　繰上償還（３件）を行うため。

・国民健康保険運用基金事業　　1,301 万円

　　　剰余金の一部を積立する。

・国民健康保険会計補助金等返還金　　1,076 万円

　　　国、県、診療報酬支払基金へＨ24 年度分を返還する。

・簡易水道施設整備基金　　2,494 万円

　　　法的化準備に向けて積み立てを行う。



予
算
特
別
委
員
会

９月10日
９月11日

一
般
会
計
補
正
予
算

　
H
25
年
度
の
普
通
交
付

税
の
額
は
。

　
減
債
基
金
は
、
繰
上
償

還
に
充
て
て
い
る
が
、
そ

の
財
源
と
し
て
積
み
立
て

て
い
る
の
か
。

　　
自
治
区
画
再
編
整
備
基

金
の
目
的
と
今
後
ど
う
し

て
い
く
の
か
。

　
防
災
減
災
基
金
の
増
額

は
あ
り
得
る
の
か
。

　
防
災
倉
庫
の
入
口
が
狭

い
の
で
、
南
側
に
あ
る
空

地
を
買
入
で
き
な
い
か
。

東
側
に
道
路
が
で
き
れ
ば

入
れ
る
の
で
、
努
力
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
老
人
福
祉
費
の
原
油
高

騰
対
策
事
業
で
２
年
前
と

関
連
し
て
い
る
の
か
。

　
国
庫
補
助
対
象
の
畦
畔

飛
ば
し
は
、
未
整
備
地
域

が
対
象
か
。
ま
た
、
町
単

で
補
助
の
上
乗
せ
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

　
経
営
体
育
成
支
援
融
資

主
体
型
事
業
費
補
助
金
の

内
容
と
補
助
率
を
。

　
い
き
が
い
協
働
セ
ン

タ
ー
の
H
24
年
度
の
活
動

と
し
て
の
課
題
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
土
木
費
の
登
記
委
託
料

は
ど
こ
か
具
体
的
に
。

　
中
学
校
の
学
校
整
備
費

の
委
託
料
の
説
明
を
。

質
疑
終
結
後
、
討
論
な
し

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成

（
10
ー
０
）
で
可
決

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
狂
犬
病
予
防
注
射
手
数

料
1
6
3
千
円
で
あ
る

が
、
何
割
ぐ
ら
い
受
け
て

い
る
の
か
。

　
町
と
し
て
環
境
の
方
向

性
は
ど
う
な
の
か
。

　
廃
棄
物
減
量
等
地
域
住

民
団
体
活
動
推
進
補
助
金

を
何
団
体
に
。

　
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
実
績
を
。

　
子
育
て
セ
ン
タ
ー
の
利

用
者
は
ど
う
か
。

　
保
険
部
門
に
対
し
職
員

の
人
数
が
減
っ
て
い
る
が

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
退
職
者
が
出
て
い

る
が
ど
う
対
応
し
て
い
く

の
か
。

　
受
診
会
場
が
少
な
く

な
っ
た
理
由
は
何
故
か
、

保
健
師
は
他
市
町
に
比
べ

て
少
な
い
現
状
で
あ
る
が

ど
う
か
。

　
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
。

歌
詰
橋
が
古
く
な
っ
て
き

て
い
る
が
、
改
修
は
ど
う

か
。

　
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

元
利
収
入
Ｈ
24
年
度
で
返

済
さ
れ
て
い
る
世
帯
数

は
。

　
学
力
補
充
事
業
の
受
講

実
績
の
説
明
を
。

　
老
人
憩
い
の
家
の
利
用

頻
度
は
。

　
児
童
館
の
活
動
実
績
の

説
明
を
。

　
公
営
住
宅
管
理
費
の
白

蟻
駆
除
委
託
料
、
工
事
請

負
費
の
実
績
の
説
明
を
。

　
給
食
費
の
滞
納
で
実
際

に
徴
収
し
て
い
る
の
か
。

問答

問答

問答

問 答問問 答 答問 答問 答

問答問答問問 答

問問問 答答答問答問答

問答問答問答

問答問答

問問問 答答答 常
任
委
員
会
で
の
質
疑



答

問答

問答

問答問答問答問答

問答

問答答 問

問答
　
室
戸
市
交
流
事
業
保
護

者
負
担
金
は
、
ど
の
よ
う

な
内
容
な
の
か
。

質
疑
終
結
後
、
反
対
討
論
、

賛
成
討
論
と
も
に
あ
り
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

（
７
ー
３
）
で
可
決

国
民
健
康
保
険
会
計
補
正 

予
算　

前
期
高
齢
者
交
付
金
の

説
明
を
。

　
繰
越
金
が
多
く
出
て
い

る
が
、
一
人
あ
た
り
の
医

療
費
が
下
が
っ
た
の
か
。

　
積
立
金
を
退
職
者
の
医

療
費
に
使
う
こ
と
で
あ
っ

た
と
思
う
が
、
一
般
と
退

職
は
ど
れ
く
ら
い
か
か
る

の
か
。

質
疑
終
結
後
、
討
論
な
し

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成

（
６
ー
０
）
で
可
決

介
護
保
険
会
計
補
正
予
算

　
介
護
保
険
事
業
計
画
等

見
直
策
定
業
務
は
、
国
か

ら
指
針
が
出
て
見
直
し
す

る
の
か
。
ど
こ
に
委
託
す

る
の
か
。

　
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
何

名
か
。

質
疑
終
結
後
、
討
論
な
し

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成

（
６
ー
０
）
で
可
決

後
期
高
齢
者
医
療
会
計
補
正

予
算　

繰
出
金
を
一
般
会
計
に

出
す
理
由
は
。

質
疑
終
結
後
、
討
論
な
し

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

（
４
ー
２
）
で
可
決

国
民
健
康
保
険
会
計
歳
入
歳

出
決
算

　
短
期
保
険
の
数
は
ど
う

か
。

　
出
産
一
時
金
の
対
象
人

数
は
。

　
徴
税
費
で
応
能
応
益
の

平
準
化
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ

は
、
ど
の
よ
う
に
で
て
く

る
か
。

　
人
間
ド
ッ
ク
の
説
明
を
。

質
疑
終
結
後
、
反
対
討
論
、

賛
成
討
論
と
も
あ
り

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

（
４
ー
２
）
で
可
決

介
護
保
険
会
計
歳
入
歳
出
決

算
　
現
年
の
滞
納
と
不
能
欠

損
の
理
由
を
。

　
保
険
料
を
滞
納
す
る
と

ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
あ
る
の
か
。

　
介
護
認
定
の
審
査
を
受

け
ら
れ
た
方
は
何
名
か
。

　
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

説
明
を
。

　
基
金
が
Ｈ
24
年
度
末
で

2,
4
4
4
千
円
で
あ
る

が
、
今
後
の
見
通
し
と
基

金
の
運
営
の
や
り
方
は
ど

う
か
。

質
疑
終
結
後
、
反
対
討
論
、

賛
成
討
論
と
も
あ
り

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

（
４
ー
２
）
で
可
決

後
期
高
齢
者
医
療
会
計
歳
入

歳
出
決
算

　
保
険
料
で
特
別
徴
収
と

普
通
徴
収
の
内
訳
を
。

質
疑
終
結
後
、
討
論
な
し

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

（
４
ー
２
）
で
可
決

文
教
民
生
常
任
委
員
会

９月17日

問答問答

問答

問答問答問答問

答

委員名
西山
鈴木
堀
北川
佐々木
西澤き
西澤博
西村
中島
前田
河合
今村

出欠
○
○
○
○
○
○
○
○
欠席
○
○
○

委員名
中島
北川
前田
西山
鈴木
西澤き
西村
今村

出欠
欠席
○
○
○
○
○
○
○



産
業
建
設
常
任
委
員
会

９月19日

簡
易
水
道
会
計
補
正
予
算

　簡
易
水
道
審
議
会
は
、

開
催
さ
れ
る
の
か
、
委
員

会
構
成
は
ど
う
か
。

　増
税
に
伴
う
審
議
か
。

　　消
費
税
が
高
く
な
る
だ

け
で
、
使
用
料
が
上
が
ら

な
い
の
か
。

　北
部
簡
易
水
道
の
光
熱

費
の
説
明
を
。

　水
道
の
敷
設
替
工
事
で

一
本
化
し
た
場
合
と
分
け

た
場
合
と
の
差
は
、
ど
れ

く
ら
い
あ
る
の
か
。

　細
か
く
分
け
て
入
札
し

た
が
、
経
費
は
多
く
掛

か
っ
た
が
ど
う
か
。

質
疑
終
結
後
、
討
論
な
し

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成

（
７
ー
０
）
で
可
決

下
水
道
会
計
補
正
予
算

　使
用
料
が
前
の
人
の
名

前
で
く
る
の
は
ど
う
な
の

か
。

質
疑
終
結
後
、
討
論
な
し

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成

（
７
ー
０
）
で
可
決

簡
易
水
道
会
計
歳
入
歳
出

決
算

分
担
金
及
び
負
担
金
で

新
規
加
入
者
は
何
名
か
。

　北
部
簡
易
水
道
で
滞
納

繰
越
が
年
々
増
え
て
き
て

い
る
が
適
正
に
処
理
し
て

い
る
の
か
、
措
置
は
ど
う

し
て
い
る
の
か
。

　時
効
期
間
と
予
告
・
停

止
の
内
容
の
説
明
を
。

質
疑
終
結
後
、
討
論
な
し

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成

（
７
ー
０
）
で
可
決

下
水
道
会
計
歳
入
歳
出
決

算

　弁
償
金
の
内
訳
の
説

明
を
。

　マ
ン
ホ
ー
ル
目
視
検

査
の
際
に
そ
の
都
度
修

理
を
し
て
い
な
い
の
か
。

修
理
費
は
ど
こ
の
科
目

か
。

質
疑
終
結
後
、
討
論
な
し

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成

（
７
ー
０
）
で
可
決

総
務
常
任
委
員
会
９月26日

問答

問答

問答問答

問答問答

問答問問 答 答 問

答 答問問答

地
方
財
政
の
拡
充
に
関
す
る

請
願
書

質
疑
な
し

反
対
討
論
、
賛
成
討
論
の

申
し
出
有
り

採
決
の
結
果

　
賛
成
３
、
反
対
３

　
委
員
長
採
決
で
否
決

委員名
西澤き

西山
前田
西澤博

鈴木
佐々木
堀
河合

出欠
○
○
○
○
○
○
○
○

委員名
佐々木
西村
北川
西澤博

堀
中島
河合
今村

出欠
○
○
○
○
○
欠席
○
○



審  議  の  結  果
平成25年9月　定例会

議　　　員　　　名

堀
結果

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

否決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

豊郷町教育委員会委員の任命につき同意を求める
ことについて

彦根愛知犬上広域行政組合の共同処理する事務の変更および
規約の変更に関する協議につき議決を求めることについて

豊郷町税条例の一部を改正する条例案

豊郷町税外収入督促等に関する条例の一部を改正す
る条例案

豊郷町介護保険条例の一部を改正する条例案

豊郷町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正す
る条例案

豊郷町下水道事業に係る受益者の負担に関する条例
の一部を改正する条例案

豊郷町長期継続契約とする契約を定める条例の一部
を改正する条例案

豊郷町地域づくり推進事業基金を廃止する条例案

平成25年度豊郷町一般会計補正予算（第３号）

平成25年度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正
予算（第２号）

平成25年度豊郷町簡易水道事業特別会計補正予算
（第３号）

平成25年度豊郷町下水道事業特別会計補正予算
（第２号）

平成25年度豊郷町介護保険事業特別会計補正予算
（第２号）

平成25年度豊郷町後期高齢者医療事業特別会計補
正予算（第３号）

平成24年度豊郷町一般会計歳入歳出決算認定に
ついて

平成24年度豊郷町国民健康保険事業特別会計歳入
歳出決算認定について

平成24年度豊郷町簡易水道事業特別会計歳入歳出
決算認定について

平成24年度豊郷町下水道事業特別会計歳入歳出決
算認定について

平成24年度豊郷町介護保険事業特別会計歳入歳出
決算認定について

平成24年度豊郷町後期高齢者医療事業特別会計歳
入歳出決算認定について

豊郷町職員懲戒審査委員の任命につき同意を求める
ことについて

町行政が一体となって改良住宅譲渡事業の解決に
向けての決議案

道州制に断固反対する意見書案

地方財政の拡充に関する請願書

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×
（議長は採決に加わらないため空白）

前
田

西
山

西
澤
博

鈴
木

西
澤
き

西
村

佐
々
木

中
島

河
合

今
村

北
川





一般質問とは
　定例議会において、各議員が町民の代表として、行財政全般にわたり、町の考え方を
ただすことである。

質問議員

佐々木　康雄

西澤　きよただ

北川　和利

西山　　勝

鈴木　べんいち

西澤　博一

西村　雄三

今村　恵美子

防災・通学路・歩道の拡幅は町の責任で

町の事業は職員個人か　町長の責任か

太陽光発電システム補助の拡大を！

役場庁舎の増改築の状況は

役場駐車場の料金徴収は

校正は責任をもって、無駄な支出になる

役場庁舎の新増改築を質す

役場庁舎建設は

当町に於いての重要課題の解決は

遊休資産及び公共建造物の利活用を是非

国保加入者の負担軽減を

安心して受けられる介護保険制度を

12

13

14

15

16

17

18

19

ページ質　　問　　内　　容

９月定例会一般質問事項



再
質
問

ズ
バ
リ
　
町 

政 

を 

問 

う
　
８
名
の
熱
弁

佐々木康雄 議員

防災・通学路・歩道の拡幅は町の責任で

町道改修計画は各字の理解と協力が必要

高
野
瀬
地
域
の

町
道
改
修
、
安
食

西
区
の
字
内
、
四
十
九
院
区

内
で
の
道
路
設
置
な
ど
議
員

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。議
員

か
ら
議
会
で
の
要
望
や
提
案

が
あ
れ
ば
、
町
行
政
は
至
急

に
当
該
区
長
様
に
相
談
や
区

の
考
え
方
を
聞
く
べ
き
と
考

え
る
。

　
伊
藤
町
政
に
な
っ
て
か

ら
、
何
事
も
区
長
要
望
が
な

け
れ
ば
だ
め
だ
と
言
っ
て
き

た
。そ
れ
で
は
町
民
個
人
の

意
見
が
伝
わ
ら
な
い
区
も
あ

る
と
思
う
。町
長
の
考
え
は
。

通
学
路
、
歩
道

等
の
設
置
は
12

月
議
会
で
も
危
険
な
個
所
か

ら
調
査
し
て
改
修
、
拡
幅
す

る
こ
と
を
お
願
い
し
た
。調

査
を
し
て
取
組
む
答
弁
を
得

た
が
未
だ
に
明
確
で
な
い
。

高
野
瀬
・
沢
境
界
水
路
で
女

性
が
転
落
し
た
。こ
れ
も
通

学
路
・
歩
道
拡
幅
や
改
修
で

質
問
し
た
所
だ
。具
体
的
に

早
急
に
行
う
べ
き
だ
。答
弁

を
。

改
良
住
宅
の
改

修
業
者
に
一
年

後
に
未
払
い
が
発
覚
し
て
、

議
員
か
ら
も
指
摘
さ
れ
る
。

業
者
に
即
刻
支
払
い
を
お
願

い
に
行
っ
た
と
聞
い
た
が
、

そ
の
改
修
年
月
日
と
、
支
払

い
に
行
っ
た
が
個
人
の
お
金

は
受
け
取
ら
な
い
と
拒
否
さ

れ
た
年
月
日
。次
に
町
の
公

金
を
支
払
っ
た
の
は
い
つ

か
。又
一
回
目
支
払
い
の
個

人
の
お
金
は
本
当
に
個
人
か

ら
徴
収
し
て
支
払
い
に
行
っ

た
の
か
。そ
の
金
は
そ
の
後

ど
う
し
た
の
か
。歳
計
外
現

金
と
し
て
職
員
が
持
っ
て
い

る
の
か
。

相
当
前
に
修

繕
完
了
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
政
内

部
で
処
理
す
べ
き
と
考
え

る
。行
政
の
総
括
責
任
者
は

町
長
で
あ
る
。特
に
事
業
が

ら
み
は
、
職
員
個
人
の
責
任

で
な
い
。担
当
職
員
払
い
も

お
か
し
い
。

町
の
事
業
は
職
員
個
人
か

町
長
の
責
任
か

職
員
の
一
時
預
り
金
は

　
　
　財
務
規
則
違
反
で
な
い

質 

問

質 

問

再
質
問

町 

長

町 

長

夏
原
地
域
整
備
課
長

　

鈴
木
人
権
政
策
課
長

鈴
木
人
権
政
策
課
長



ズ
バ
リ
　
町 

政 

を 

問 

う
　
８
名
の
熱
弁

西澤きよただ議員

二
年
半
前
の
大

震
災
に
よ
り
原

子
力
発
電
所
が
大
き
な
被
害

を
受
け
、
放
射
能
漏
れ
等
の

影
響
も
あ
り
全
国
の
発
電
所

も
一
部
を
除
き
停
止
中
で

す
。そ
の
た
め
、今
後
の
電
力

需
要
に
対
応
す
る
こ
と
は
難

し
く
思
い
ま
す
。ま
た
、電
力

価
格
も
値
上
が
り
し
て
き
て

家
庭
を
圧
迫
し
て
い
く
も
の

と
憂
慮
し
て
い
ま
す
。

①
町
民
が
暮
ら
し
向
き
が

楽
に
な
っ
た
と
身
近
に
体
感

で
き
る
補
助
金
制
度
の
創

設
、３
年
間
程
度
の
期
間
で
、

補
助
率
２
／
３
程
度
の
代
替

え
シ
ス
テ
ム
を
含
む
ソ
ー

ラ
ー
シ
ス
テ
ム
等
導
入
補
助

金
の
創
設
を
し
て
は
ど
う

か
。

②
地
域
防
災
安
全
設
備
事
業

費
補
助
金
で
各
区
の
公
民
館

等
の
施
設
に
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス

テ
ム
等
の
導
入
が
で
き
る
よ

う
要
綱
の
一
部
改
正
を
考
え

て
い
る
か
。

答
弁
を
求
め
ま
す
。

②
耐
震
が
で
き

て
何
も
使
わ
れ

な
い
倉
庫
以
外
に
、
柔
軟
な

拡
大
を
願
い
た
い
。

再
質
問

村
西
副
町
長

村
西
副
町
長

質 

問

太陽光発電システム補助の拡大を！

要綱の一部改正等を含め対応

あわじ　メガソーラー



ズ
バ
リ
　
町 

政 

を 

問 

う
　
８
名
の
熱
弁

昨
年
12
月
議
会

及
び
３
月
議
会

で
Ａ
案
・
Ｂ
案
を
、
６
月
議

会
で
Ｃ
案
・
Ｄ
案
の
説
明
と

取
り
組
み
の
説
明
が
さ
れ
た

が
、今
現
在
、設
計
は
ど
の
よ

う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

工
事
費
予
算
の

時
期
は
い
つ
ご

ろ
か
。

役
場
庁
舎
の
増
改
築
の
状
況
は

設
計
業
者
に
よ
り
本
設
計
に
着
手

庁
舎
検
討
委
員
会
で
必
要
面
積
と
課
の
配
置
場
所
等
を
検
討
中

北川　和利 議員

質 

問

再
質
問

町 

長

町 

長

役
場
駐
車
場
の
料
金
徴
収
は

現
状
は
困
難
。徴
収
は
、役
場
庁
舎

増
改
築
後
に
徴
収
を
検
討
す
る

役
場
駐
車
場
は
、

職
員
の
駐
車
場

で
満
杯
に
な
っ
て
い
る
。現

在
は
、
町
外
職
員
の
比
率
が

高
く
仕
方
な
い
面
も
あ
る
が

対
策
は
必
要
で
あ
る
。そ
こ

で
、
通
勤
手
当
等
が
支
給
さ

れ
て
い
な
い
職
員
は
徒
歩
、

自
転
車
、バ
イ
ク
で
通
勤
し
、

来
客
用
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す

る
、
そ
れ
以
外
の
職
員
は
月

額
１
千
円
の
徴
収
を
義
務
付

け
す
る
よ
う
条
例
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

村
田
総
務
企
画
課
長

質 

問



ズ
バ
リ
　
町 

政 

を 

問 

う
　
８
名
の
熱
弁

校正は責任を持って、
　　　　　無駄な支出になる
重要性を再認識し十分注意をする

村
田
総
務
企
画
課
長

村
田
総
務
企
画
課
長

西山　勝 議員

豊
郷
町
地
域
防

災
計
画
、
平
成
20

年
３
月
発
行
さ
れ
た
豊
郷
町

防
災
会
議
の
ペ
ー
ジ
数

3
6
3
を
校
正
さ
れ
印
刷
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
文
言
は

同
じ
で
あ
る
は
ず
が
、
校
正

ミ
ス
か
印
刷
ミ
ス
な
の
か
相

違
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
説

明
を
求
め
ま
す
。ペ
ー
ジ

1
2
4（
7
）参
集
を
除
外
す

る
者
　
ウ
、
自
宅
か
ら
火
災

が
発
生
し
、
ま
た
周
辺
で
火

災
が
発
生
し「
延
焼
」の
恐
れ

が
極
め
て
高
い
場
合

ペ
ー
ジ
1
8
6（
7
）参
集
を

除
外
す
る
者
　
ウ
、
自
宅
か

ら
火
災
が
発
生
し
、
ま
た
周

辺
で
火
災
が
発
生
し「
炎
症
」

の
恐
れ
が
極
め
て
高
い
場
合

印
刷
ミ
ス
な
ら
ば
業
者
に
責

任
を
も
っ
て
訂
正
を
、
今
後

改
訂
さ
れ
る
な
ら
ば
町
民
の

安
全
を
守
る
重
要
な
計
画
書

で
あ
り
、
無
駄
な
支
出
を
し

な
い
よ
う
に
、
責
任
あ
る
校

正
を
お
願
い
し
た
い
。

文
字
、
文
言
の

間
違
い
は
重
大

な
事
故
、
事
件
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、文
書
で
あ
り
、書

類
で
あ
り
、
職
員
一
人
一
人

が
細
部
に
わ
た
り
確
実
な

チ
ェ
ッ
ク
を
。

質 

問

再
質
問

豊郷町地域防災計画



ズ
バ
リ
　
町 

政 

を 

問 

う
　
８
名
の
熱
弁

役場庁舎の
　　　　新増改築を質す

過
日
、
役
場
の

新
増
改
築
基
本

設
計
（
Ｃ
・
Ｄ
案
）
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た

が
、Ｃ
・
Ｄ
案
は
、
そ
れ
ま
で

に
比
べ
、建
物
が
縮
小
さ
れ
、

経
費
も
６
億
弱
で
国
の
補
助

金
も
見
込
め
る
と
の
事
だ
っ

た
。
私
は
「
町
民
へ
の
説
明

は
ど
う
す
る
の
か
」
と
聞
い

た
所
、「
大
半
の
町
民
に
は

問
題
が
な
い
の
で
説
明
し
な

い
。」
と
の
事
だ
っ
た
が
、

そ
の
姿
勢
は
今
も
変
わ
っ
て

い
な
い
の
か
。

町
長
は
、
町
民

に
説
明
し
な
い

主
旨
は
「
大
半
の
町
民
に
は

問
題
が
な
い
。」
か
ら
と
答

え
、
福
祉
関
係
者
の
意
見
を

聞
い
た
と
の
事
だ
が
、
町
が

改
築
の
理
由
と
し
て
説
明
し

た
の
は
、①
福
祉
関
係
者
の

相
談
環
境
の
改
善
、②
役
場

の
書
類
庫
が
な
い
事
な
ど

だ
っ
た
。
そ
れ
な
ら
、
新
増

改
築
で
は
な
し
に
、
最
小
必

要
範
囲
の
改
築
で
も
い
い
事

に
な
る
が
、
な
ぜ
、
新
増
改

築
に
な
っ
た
の
か
。

私
は
、
こ
れ

ま
で
も
繰
り

返
し
「
町
民
に
説
明
を
す
る

べ
き
だ
。」
と
求
め
て
来
た

が
も
う
本
設
計
に
入
っ
て
い

る
と
の
答
弁
だ
が
、
町
民
に

対
す
る
説
明
会
や
意
見
募
集
、

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
行
う
意

思
が
あ
る
の
か
、
ど
う
か
。

町
民
に
説
明
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か

　
　
　
　不
便
を
感
じ
な
い
方
々
の
意
見
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　余
り
重
要
で
は
な
い

鈴木べんいち議員

質 

問

再
質
問

再
々
質
問

村
田
総
務
企
画
課
長

町 

長

町 

長

庁舎、カウンター（福祉）
 

そ
の
他
の
質
問
項
目

① 

副
町
長
を
ト
ッ
プ
に
改
良
住
宅
譲
渡
事
業
の
早
期
推
進
を
。

② 

再
び
、３
町
営
住
宅
の
家
賃
と
駐
車
料
の
処
理
を
問
う
。

③ 

防
災
行
政
無
線
の
放
送
改
善
に
向
け
た
検
討
は
ど
う

　 

な
っ
た
の
か
。

④ 

教
育
行
政
の
あ
り
方
を
問
う
。



役場庁舎建設は

ズ
バ
リ
　
町 

政 

を 

問 

う
　
８
名
の
熱
弁

本
来
な
ら
最
初

に
職
員
等
に
よ

る
検
討
委
員
会
、
例
え
ば

チ
ー
ム
と
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
、建
設
の
意
義
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、合
理
化
、

効
率
化
、
防
災
拠
点
施
設
と

し
て
の
役
割
な
ど
を
、
そ
の

中
で
各
課
の
事
務
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

相
談
室
の
確
保
、
ま
た
、
出

先
機
関
（
教
育
委
員
会
）
の

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
施
設
管

理
の
指
定
管
理
等
に
よ
る
合

理
化
な
ど
実
施
す
る
な
ど
の

有
無
な
ど
を
検
討
し
た
後
、

原
案
を
提
示
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
そ
れ
以
前
に
な
ぜ

建
設
す
る
の
か
、
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
が
一
番
重

要
で
は
な
い
か
と
私
は
思

う
。
予
算
を
事
故
繰
越
す
る

か
、
中
止
し
て
再
度
新
年
度

に
計
上
す
る
か
の
方
法
を
と

る
べ
き
で
は
な
い
か
、
町
長

の
答
弁
を
求
め
る
。

そ
の
計
画
は

現
状
の
分
析

と
か
、
将
来
の
予
測
、
次
年

計
画
、
事
業
費
、
財
源
、
施

設
の
立
地
条
件
、
組
織
等
が

十
分
に
検
討
さ
れ
た
か
、
ま

た
各
関
係
の
部
課
で
十
二
分

に
連
絡
調
整
を
さ
れ
た
か
。

そ
の
中
に
教
育
委
員
会
が

入
っ
て
い
な
い
、
そ
れ
と
も

教
育
委
員
会
は
今
後
庁
舎
を

建
て
ら
れ
る
、
そ
こ
に
隣
接

さ
れ
る
の
か
。
検
討
委
員
会

を
12
人
で
構
成
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
、
こ
の
A
案
、
B

案
に
対
し
て
も
12
人
で
構
成

さ
れ
た
の
か
。
答
弁
を
求
め

る
。

一
つ
一
つ
の

積
み
重
ね
が

一
番
重
要
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
十
分
に
庁
舎
の
中

で
議
論
し
て
い
た
だ
い
て

や
る
の
が
、
本
来
の
計
画
的

な
策
定
の
手
順
で
は
な
い

か
。

検
討
後
、
原
案
を
提
示
す
べ
き

設
計
委
託
業
者
に
発
注
済

質 
問

町 

長

町 

長

町 

長

再
質
問

再
々
質
問

西澤　博一 議員



遊休資産及び公共建造物の利活用を是非

事業の採算性や管理運営上の問題検討

ズ
バ
リ
　
町 

政 

を 

問 

う
　
８
名
の
熱
弁

西村 雄三 議員

当
町
に
於
け
る

重
要
課
題
は
１

点
目
、
各
種
税
の
滞
納
及
び

会
費
等
の
未
納
問
題
で
す
。

特
に
固
定
資
産
税
の
滞
納
が

大
き
く
税
の
公
平
性
と
国
民

の
義
務
を
逸
脱
し
て
い
ま
す

し
、
各
種
会
費
の
滞
納
も
問

題
で
す
。

　
2
点
目
、
町
の
道
路
土
地

購
入
時
に
於
け
る
移
転
登
記

が
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
散

見
さ
ま
す
、
購
入
時
に
速
や

か
に
移
転
登
記
が
さ
れ
て
い

れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
10
年

20
年
と
時
が
経
っ
て
お
り
相

続
等
が
発
生
し
ま
す
の
で
速

や
か
に
町
の
所
有
登
記
を
進

め
る
べ
き
で
す
。
３
点
目
、

改
良
住
宅
の
譲
渡
問
題
、
い

ま
だ
に
数
件
し
か
な
く
今
後

の
将
来
的
な
譲
渡
の
展
望
が

描
か
れ
て
い
な
い
、
ど
う
進

展
さ
す
か
が
問
題
で
す
。
以

上
３
項
目
で
す
が
、
当
町
も

４
月
か
ら
副
町
長
就
任
を
議

会
と
し
て
承
認
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
上
記
項
目
の
総
括

責
任
者
に
な
っ
て
頂
い
て
是

非
解
決
願
い
た
い
。

副
町
長
に
総

括
責
任
者
に

な
っ
て
頂
い
た
ら
、
少
し
で

も
豊
郷
町
が
良
く
な
る
と
の

思
い
で
提
案
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

議
員
研
修
で
東

日
本
大
震
災
の

福
島
県
の
南
相
馬
市
と
い
わ

き
市
へ
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
震
災
の
恐
怖
と
天
災
の

す
ご
さ
、
又
原
発
事
故
の
す

さ
ま
じ
い
災
害
を
目
に
焼
き

つ
け
ま
し
た
。
地
震
は
天
災

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
原
発
事

故
は
大
半
が
人
災
で
は
な
い

か
、
2
度
と
こ
の
よ
う
な
事

故
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

強
く
感
じ
将
来
は
原
発
ゼ
ロ

に
す
べ
き
で
す
が
、
早
急
に

代
価
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
講
ず
る

必
要
有
り
で
す
。
依
っ
て
当

町
の
公
共
施
設
の
空
間
と
遊

休
地
を
民
間
企
業
に
貸
し
出

し
、
少
し
で
も
太
陽
光
発
電

の
施
設
を
促
進
し
て
代
価
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
提
供
者
と
し
て

社
会
貢
献
に
資
す
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
是
非
取
り
組
ん

で
頂
き
た
い
。

当
町
に
於
い
て
の
重
要
課
題
の
解
決
は

地
方
公
務
員
法
を
厳
守
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　解
決
に
当
た
る

質 

問

質 

問

町 

長

町 

長

町 

長

再
質
問



国
保
加
入
者
の

　  

負
担
軽
減
を

安
心
し
て
受
け
ら
れ
る

　
　
　
　
介
護
保
険
制
度
を

町
国
民
健
康
保

険
窓
口
負
担
金

減
免
要
綱
は
、
入
院
だ
け
対

象
で
世
帯
収
入
が
生
活
保
護

基
準
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
他
の
自
治
体
で
は
入
院

だ
け
で
な
く
通
院
も
対
象
に

し
て
、
世
帯
収
入
も
生
保
基

準
の
1
1
0
％
〜
1
3
0
％

に
拡
充
し
て
い
ま
す
。豊
郷

で
も
拡
充
を
求
め
ま
す
。又
、

高
い
国
保
税
の
軽
減
施
策
と

し
て
、
18
歳
以
下
の
均
等
割

の
軽
減
や
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
資
産
割
の
軽
減
を
求
め

ま
す
が
い
か
が
か
。

昨
年
、
介
護
保
険

料
が
上
が
り
、
ま

た
年
金
は
下
が
り
高
齢
者
の

負
担
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。豊
郷
町
は
、介
護
保
険
料

の
引
き
下
げ
や
利
用
料
の
独

自
軽
減
を
実
施
す
べ
き
で
す

が
い
か
が
か
。又
、高
齢
者
が

元
気
に
住
み
続
け
る
た
め

に
、
町
は
老
人
会
や
各
種
団

体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
活
動
に
対
し
て
助
成

金
の
拡
充
を
し
て
活
動
支
援

強
化
を
求
め
ま
す
が
見
解
を
。

ズ
バ
リ

町 

政 

を 

問 

う

８
名
の
熱
弁

今村 恵美子 議員

北
川
医
療
保
険
課
長

夏
原
地
域
整
備
課
長

改
良
住
宅
前
修
繕
に
係
る
町
の
条
例

規
則
違
反
は
、税
金
の
ム
ダ
づ
か
い

こ
の
間
の
議
会

調
査
委
員
会
等

で
、
地
方
公
務
員
法
第
30
条

服
務
規
程
違
反
や
町
財
務
規

則
違
反
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。町
長
、主
監
、課
長
、課

長
補
佐
に
よ
る
不
正
公
金
支

出
は
反
町
民
的
行
為
で
あ
り

許
さ
れ
ま
せ
ん
。改
良
住
宅

譲
渡
事
業
を
大
幅
に
遅
ら
せ

た
責
任
と
今
回
合
わ
せ
、
今

後
の
再
発
防
止
を
ど
う
取
り

組
む
の
か
答
弁
を
。

子
育
て
環
境
の
充
実
へ

町
は
、今
年
4
月

か
ら
中
学
校
卒

業
ま
で
の
医
療
費
完
全
無
料

化
が
さ
れ
、
子
育
て
世
帯
に

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。さ

ら
に
子
育
て
環
境
の
充
実
へ

２
点
質
問
し
ま
す
。

①
里
道
、
河
川
を
利
用
し
た

通
学
路
の
改
修
は
全
額
町
負

担
で
取
り
組
み
、
安
全
対
策

の
強
化
を
求
め
ま
す
。

②
中
学
校
給
食
の
早
期
実
施

は
、
多
く
の
保
護
者
の
願
い

で
す
。両
小
学
校
給
食
調
理

室
の
利
用
も
提
案
し
ま
す
が

い
か
が
か
。

質 

問

質 

問
質 

問

質 

問

町 

長

町 

長

髙
橋
教
育
次
長



編 

集 

後 

記

「
委
員
会
の
運
営
に
つ
い
て
」

　講
師

　
　新
潟
県
立
大
学
国
際
地
域
学
部
准
教
授

　
　
　
　
　
　
　田
口

　一
博

　氏

議
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

※

訂
正
と
お
詫
び

　第
54
号
の
「
改
良
住
宅
譲
渡
に
係
る
調
査
特
別
委
員
会
設
置
に
関

す
る
決
議
」
の
目
的
で
「…

金
額
を
明
ら
か
に…

」
は
「…

全
容
を

明
ら
か
に…

」
で
あ
り
ま
す
の
で
訂
正
と
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日 

時
　
平
成
25
年
10
月
７
日（
月
）

場 

所
　
甲
良
町
公
民
館

主 

催
　
滋
賀
県
町
村
議
会
議
長
会

　
参
加
者
９
名
で
熱
心
に
聴
講

「
日
本
の
政
治
の
こ
れ
か
ら
」

　講 

師
　
　政
治
経
済
評
論
家

　
　
　
　
　
　
　板
垣

　英
憲

　氏

主
な
テ
ー
マ

「
マ
ス
コ
ミ
に
も
出
な
い
政
治
経
済
の
裏
話
」

「
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
政
治
・
政
局
展
望
」

議
会
だ
よ
り


